	研究主題　　　自然や科学への興味・関心を高め，問題解決の能力や科学的な見方や考え方を育成する理科教育
－思考力，判断力，表現力等の育成を目指して－
筑西市理科教育研究部　


１　授業実践
(1) 単元　物質のすがた
　(２)　目標
　　　ア　身の回りの物質とその性質に関する事物・現象を日常生活との関わりで見ようとする。
（自然事象への関心・意欲・態度）
イ　プラスチックの種類を予測し，実験の結果からその種類を特定できる。
（科学的な思考・表現）
ウ　身の回りの物質の区別の仕方について実験装置を適切に操作し，安全で計画的に実験を行うことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（観察・実験の技能）
エ　物質固有の性質と共通の性質について基本的な概念を理解し，知識を身につけることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自然事象についての知識・理解）
　(３)　単元について
　　　　本教材では，身近な５種類のプラスチック製品の性質を調べる実験を通して，プラスチックの性質を調べる方法を考え，実験技能を身につけさせ，プラスチックの種類による特性を見いださせることをねらいとしている。有機物や無機物，金属の性質など身近な物質について興味をもたせ，燃え方や密度､石灰水の変化から他の物質の性質と比較したり，調べる方法を見いだしたりするとともに，実験器具の正しい使い方を身につけさせたい。

　　　　本学級の生徒は，身近にどんな種類のプラスチック製品があるかは理解しているが，プラスチックに様々な種類があることやそれぞれのプラスチックにちがいがあることなどについての理解は不十分である。授業の中で予想や仮説を立てる活動は１学期を通して身に付いてきたが，考察を自分の言葉で書くということに関しては，課題に対する内容を把握して答えられる生徒は少ない。また，調べたい目的に合わせて実験方法を計画するという内容の授業はあまり実施できていないので，これから取り組んでいきたいテーマの一つである。そこで，身近なプラスチック製品を実験に用いたり，いばらき理科アイテムの映像資料を使い，県内にある工場での製造過程等を知ったりすることで，より興味を高めさせていきたい。そうすることで，積極的に実験方法を考えたり，課題解決に向けて活発な取組をさせていきたい。
　(４)　指導計画(７時間扱い)
	　　　第１次　物質とは何か調べる。　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・
	２時間

	　　　第２次　有機物と無機物を調べる。
	・・・・・・・・・・・・・・・・・
	２時間

	時
	指　導　内　容
	評価観点
	評　価　規　準

	
	
	関
	思
	技
	知
	

	１

	身のまわりの物質は有機物と無機物に分けられることを理解する。
	◎

	
	
	○

	　身のまわりの物質に関心をもち，意欲的に日常生活との関わりをもとに物質の性質を利用して区別しようとすることができる。

	②
本時
	プラスチックの性質にちがいがあることを調べる。

	
	◎

	○

	
	プラスチックの性質のちがいに着目し，物質を区別する方法を見いだし，物質固有の性質と共通の性質について自分の考えを見いだすことができる。

	　　　第３次　金属の性質を調べる。
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・
	１時間

	　　　第４次　密度のちがいを調べる。
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・
	２時間


　(５)　本時の指導
　　　①　目標
　　　　　プラスチックには，共通する性質とちがう性質があることを見いだし，区別しようとすることができる。
　　　②　準備・資料　
　　　　　プラスチック片(PE・PP・PVC・PS・PETの５種類)，加熱器具，燃焼さじ，アルミホイル，集気びん，石灰水，ビーカー，大型TV，映像資料，ワークシート
　　　③　展開
	学　習　内　容・活　動
	支援・指導上の留意点・評価（◎）

	１　プラスチックの生成の仕方や材料などに興味をもち，本時の学習課題をとらえる。
（映像５-①）

２　５種類の異なるプラスチック製品を見て，プラスチックにちがいがあることに気付く。

３　プラスチックの性質や特徴について，予想を立てる。

４　予想をもとに実験の計画を立てる。

1 手触りや柔らかさを比べる。

2 加熱したときの変化を見る。

3 二酸化炭素の発生を調べる。

4 水に浮くかどうかを調べる。
５　班で協力して実験を行う。

1 手触り・柔らかさ→固いものと柔らかいも　　　　　　　　　のがある。

2 加熱する→煙を出して燃える。

　　　　　炎の色がちがう。

3 二酸化炭素の発生→石灰水が白くにごる。

4 水に浮くかどうか→浮くものと沈むもの　　　　　　　　　がある。

６　実験結果の映像を見ながら，５種類のプラスチックの性質についてまとめる。（映像５-①）

７　身近なプラスチックがどんな用途に使われているかを映像を見て理解する。（映像５-②）

８　本時の学習の振り返りを行う。
	・映像教材「プラスチックができるまで」を視聴し，プラスチックに対する興味・関心を高めるようにする。

・身近なプラスチック製品を見せ，同じプラスチックでも使われている用途や性質に違いがあることに気付かせる。

・前時の有機物と無機物のちがいなどに触れ，プラスチックが有機物であることに気付かせる。そこから個別で予想を立てさせ，全体で共有していく。

・各班から発表された予想をもとに，どんな性質があるかを確かめるためにどんな実験が必要かを全体で検討させる。

・実験計画が不十分な場合は調べるポイントを示し，生徒から実験方法について提案させたい。

・実験するときには，机上を整理し，立って実験を行うように助言する。

・加熱実験では，やけどしないように注意し，有害な気体が発生することも伝え，換気を十分に行う。

・加熱実験では炎の色や燃え方，水の浮沈実験では沈む速さに注目させ，物質の性質に様々な視点をもって区別するように助言する。

◎５種類のプラスチックには固有の性質があることに着目し，区別することができる。(ワークシート)
・映像教材「プラスチックの性質から区別しよう」を視聴しながら実験結果を確認し，定着を図る。

・映像資料「最先端のプラスチック技術について知ろう！」を視聴し，プラスチックがそれぞれの性質のよさを生かし，身近な素材に使われていることを日常生活に関連付けて考えられるように助言する。

・次時の金属の性質に向けて，今回のプラスチックのように県内の工場で生成されていること，生活に密着した身近な物質であることを伝え，興味をもたせて次時につなげたい。


２　本時の授業の様子
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1 生徒A　プラスチックは石油からできているということだったのに，石灰水がにごらないプラ
スチックもあり，驚いた。二酸化炭素の発生する量が少ないということだった。
2 生徒B　茨城県内にも様々な工場があることを知り，身近に感じた。作っているものもすごい
んだなと感じた。
3 生徒C　プラスチックにも様々な種類があることを知った。そのおかげで色々なものに使われ

ているんだと納得した。医療用で使われていたり，有機ELというスクリーンに使われ
ていたり，意外なものがプラスチックでできていることに驚いた。
３　成果と課題
（１）成果
○　映像資料が生徒の興味・関心を高めるのに非常に効果的であった。身近なところに使われていることの映像を視聴したことで，驚いている生徒が多かった。そのため，生徒の課題解決への取り組み方がいつも以上に意欲的であった。

○　映像資料の中で最新のプラスチック技術がどんなものに使われているかを知ることで，医療や電化製品など，科学技術の進歩への興味を高めることができた。

○　いばらき理科アイテムの映像資料の中に，県内の工場などが多く出てきた。生徒がその映像を見ている様子から，郷土に対する興味も高まったと考えられる。
（２）課題
○　いばらき理科アイテムを活用した授業は，時間内に終わらせることが課題である。また，探求的な学びが展開されるために，授業時数が多くなってしまう。年度初めに単元ごとの年間計画を見直す必要がある。
○　プラスチックに限らず，新しい科学技術が開発されている中，それに教師側も敏感になり，様々な最新の情報を身に付けていくことが課題である。
【アンケート結果】（１年1組　男16名，女13名，計29名　７／２（月）実施）


身のまわりのプラスチック製品にはどんなものがあるか。


（ビニール袋・ペットボトル・ラップ・パック・ストロー・コップ・ファイル・歯ブラシ・水筒）


プラスチックにはどんな種類があるか。


（ポリエチレン・ポリプロピレン・わからない）


プラスチックの性質を調べるには，どんな方法がよいか。


（加熱する・石灰水の変化・質量を比べる・固さを調べる）








